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Good oral health helps you feel good about yourself at any age.











生涯総医療費を抑えられる
⾧い目で見れば医療費の節約に



歯の健診や治療を「早くやっとけば良かった…!!」と後悔している人は、

その理由は・・・
・口臭が気になる
・食べ物が歯に挟まりやすい
・20代の頃より歯ぐきの色が悪くなったように見える…

※䐵 日本歯科医師会「歯科医療に関する生活者意識調査」2020年



歯周病とは？
「細菌感染によって、歯を支える骨が溶けて歯が抜けてしまう病気」



２～３ｍｍ
４ｍｍ以上





歯周病と糖尿病を併存している人では、両疾患がない人と比べ、
年間医療費が約 6 万円も高くなる Journal of Periodontology .2025.1.18.
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歯周病を持つ兵庫県民の割合（年齢階級別）

歯周病検診より兵庫県健康増進課が集計



歯科健診を受けた後、最も歯科
受診行動につながりやすいのが
２０～３５歳の若年層

若年者の２～３割が歯周病
無料歯科健診の需要も大きく
予防効果（生活習慣病も含め）
は期待大！



企業従業員と家族のチャレンジ歯科健診
～生活習慣病の予防戦略としての健口づくり支援事業～







全世代でもっとも歯科受診率の低い若者層をターゲットにメッセージを発信
「毎年歯科健診を受けて、キレイで元気な歯と口で思いっきり笑おう！」

夢のコラボが
実現



💕💕



解答は兵庫県HPの噛ミング(coming)EXPO‘25～前笑戦～をチェック！



令和8年2月
Coming soon!



出典 ・厚生労働省2016年度 特定健康診査・特定保健指導の実施状況 ・
厚生労働省平成28年度地域保健・健康増進事業報告の概況



（特定健診・特定保健指導の 2018 年度 第3期改定）



フレイルイベント等への講師派遣

24





多職種連携による
オーラルフレイル予防対策推進事業



その市町の豊かさは、
住民の口元に現れます

「健口」で糖尿病やフレイルを撃退！


